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カトリック羽幌教会 献堂 50 周年祝いに参加して 

今井 美智子 

 

私が 2 歳から 22 歳迄住んでいた小さな田舎町「羽幌」は海に沈む夕日がとても美しい街です。 

高校生の時にこの街に教会が建てられ、それは街の大きなニュースになりました。 

献堂式の後、参加者には美味しいお菓子と飲み物が振舞われると聞き、それに魅せられ友人たちと

ミサに出席しました。そして、その日私はキリストに捕らわれました。 

あれから 50 年がたち、私は 68 歳になりました。 

献堂 50 周年記念式典では 50 年振りに出会う懐かしい顔もあり、信仰の結びの深さを感じて互い

に涙しました。 

心から深い感謝の 2 日間でした。式典の為に用意された冊子の中から心に残った言葉を紹介します。 

Any way （とにかく） 

人々は道理に合わず非論理的で自己中心的になりがちです 

Any way   でも、とにかく彼らを愛しなさい。 

たとえ、あなたが善い事をしても人々はあなたを告発し、貴方を利己的な人だとか、秘められた

野心を持った人だとか言うでしょう。 

Any way   でも、とにかく善い事をしなさい。 

貴方の長い努力が生んだよい実りも人に無視され明日には忘れ去られるでしょう。 

Any way   でも、とにかく努力しなさい。 

誠実、正直であるために貴方が傷つけられる事もあるでしょう。 

Any way    でも、とにかく誠実、正直でありなさい。 

数年かけて、こつこつと築き上げてきたものが一夜にして崩れ去るかも知れません。 

Any way    でも、とにかく築き上げていきなさい。 

人々は本当に助けを必要としています。 

しかし、実際に手助けすると責められる事もあるでしょう。 

Any way    でも、とにかく手助けをしなさい。 

持ち物の中で一番いい物を人々に与えなさい。 

面と向かって苦情を言われるかもしれません。 

Any way    でも、とにかく持ち物の中で、一番いい物を人々に与えなさい。 

マザーテレサ 

  

 

 



ベタニア修道女会訪問記 

浦 美佳 

7 月 30 日、31 日の両日、私の恩師であるシスター竹原にお会いする為、東京都中野区にある｢ベ

タニア修道女会｣を訪問させていただきました。 

シスターは、19 年前私が洗礼の恵みを頂ける様、要理を指導してくださったシスターです。 

また、当時私の子供が通園していた｢カトリック湯の川幼稚園｣の園長先生でもおられ親子共々大

変お世話になったシスターです。現在 86 歳になられ、今年誓願 50 年の金祝のお祝いをお受けに

なられるそうです。 

 

シスターが招いてくださった日にちは不思議な事に私の誕生日でした。偶然とは思えず、神様

が用意してくださった計らいに驚きを覚えました。 

シスターと食事をいただきながら、個人的なお話やご報告、また信仰の糧を沢山頂き心と体と

信仰に沢山の栄養を頂いた贅沢な時間を過ごさせていただきました。 

この日、修道院の皆様と夕の祈りに交わらせていただけたことも感動の時間となりました。 

翌 31 日の私の誕生日には同じ敷地内に隣接する｢徳田
と く で ん

教会
きょうかい

｣にてシスターと共に早朝ミサに与

ることが出来、誕生日の朝に御聖体をいただけたことは、神様からの特別のプレゼントのように

感じました。 

 

今回の｢おとずれ｣は私にとってかけがえの無い、感動と喜びの訪問となりました。 

シスター竹原、ベタニア修道女会の皆様、本当にありがとうございました。 

そしてこの恵みを用意してくださった神様に感謝！ 

 

シスター竹原と一緒に 

 

私が通された応接室に掛けられていた

額。本当に元気に幸せになりました！ 

 

ベタニア修道女会外観。みかんの木

や沢山の植物がありました。 

 

徳田教会。 

石造りの素敵な教会でした。 

 

御聖堂。 

 

十字架のイエス様がとても大きくリ

アリティがあり迫ってくるように感

じました。 

  

 



シンネドン教会から 

視察団が洞爺湖へ 
（イ神父様ご一行） 

 

 

 

 ８月４日から６日までの２泊３日の日程で、洞爺湖町月浦オートキャンプ場にソウル

のシンネドン教会から、イ神父様、神学生、リーダー、中学達の視察団が来道しました。

洞爺湖周回道路の一部が通行止めになるほどの大雨でした。 

 

 いつもは、風光明媚な洞爺湖ですが、悲しいほど何も見えない。すばらしく整備され

たキャンプ場の施設・設備と周辺の木々だけが緑をたたえ、一行を歓迎してくれました。 

 そんな中でも札幌から宋神父さまと高校生、室蘭教会から小林神父さまと中学生兄弟

が参加し、交流していました。 

 

 お互いの言葉は、十分に伝わらなくても、じゃんけんを共通言語に、ルールを作り、

何やら楽しそうな声と笑顔が飛び交うゲームを作り出していました。 

 

 私達（会長、副会長）は、室蘭ブロック４つの教会から、ささやかな差しれを届け、

女性リーダーさんが作った、鶏肉たっぷりの参鶏湯（サムゲタン）をいただき、降り続

く雨に追われるように帰路につきました。              （小塚 記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東室蘭教会のバザー 

９月２８日（日）今年も東室蘭教会

バザーが「力になれたらいいな」をテ

ーマに行われます。 

今年は、登別教会も一緒に参加させ

て頂くことになりました。 

マリア会では、隔週の水曜日に準備

を進めてきました。聖堂のいすの座布

と同じもの皆さんからの材料などご協

力いただきながら、河村さんを先生役

に数十枚制作しました。また、まくら

めも作りました。 

今井さん、浦さんの寄稿を中心に

編集しました。 

「おとずれ」の編集アイディアや

皆さんに伝えたいことなど、気軽に

写真や原稿をお寄せください。 

編集後記 

夏期学校報告と反省会のま

とめがきています。 

掲示板に掲示しています。 


